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リスクを予測し、その被害を最小限におさえる危機管理の手法を学びます。
金融・情報・生産・生活の４つの視点からアプローチします。

●社会システム科学部

Department of risk science in fi nance and management

金融・経営リスク科学科

現代社会で求められるリスク管理の
方法を身につける。
　ネットワーク時代といわれる一方でグローバル
化も著しい現代社会。厳重管理されているはずの
企業秘密情報がいつも簡単にネットワークを介し
て漏洩したり、海外の投資家がマネーゲームのよ
うに企業の株を買い占め、その経営を脅かしたり。
企業のリスクは高まっています。もちろん、一個人
を取り巻く環境にもさまざまなリスクが潜んでいま

す。こうしたリスクをうまくマネジメントできる人材
は、多方面でその能力が求められています。
　本学科は、金融や経営に関わるリスクを中心に、
リスクマネジメントの専門的な知識や技能を幅広く
身につけられる日本でも珍しい学科として注目され
ています。文理横断型のカリキュラムで、データ
解析の手法をはじめ、適切なリスクの分析・評価
とそれに基づいた対策を導き出すための知識を身
につけていきます。

材

に、
広く
れ
タ
価
身

ニーズが
高まっている
分野です！

徐 春暉教授

学科の特色

POINT 1リスクマネジメントに特化した日本で唯一の学科。

POINT 2グローバル人材を育成する「国際コース」を新設。

POINT 3４分野のリスクを学び、幅広い進路で活躍できる。

1.

4.3.2.
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日本郵政グループ、千葉銀行、福島銀行、ちばぎん証券、日産センチュリー証券、永和証券、日本証券テクノロジー、
大東建託、アルゴグラフィックス、柿安本店、インフォメーション・ディベロプメント、ケーズホールディングス、
日栄インテック、クマヒラ、日本ピュアフード、富士テレコム、菱電エレベータ施設、塚本總業、国際自動車、
岩渕薬品、エム・ティ・フィールドサービス、協和貿易、イズム、第一熱処理工業、マンハッタンインベストメント、
山崎情報設計、小出ロール鐵工所、トータルシステムデザイン、シー・アイ・エス、アクセス、オン・ジ・アース、
ミカミ、日本都市、グリーンイノベーションズホールディングス、千葉県警、警視庁、千葉工業大学大学院、
秋田大学大学院、早稲田大学大学院　他

主な進路 順不同　※第 1～ 2期生（2013 年 12月末現在）データのみ

コミュニケーションの中に潜む
リスク管理も学べる
　株や債券に投資するときの市場などの金融に
関わるリスクから、リスク管理におけるコミュニケー
ションのあり方まで、幅広く学べるのがいい。例
えば、人間関係で生じるリスクを洗い出し、対処
法や低減方法を身につける授業では、災害時など
実生活に関わる身近な問題も取り上げてくれるの
で、リスクについて理解しやすいのがいいですね。

大塚 亜由実さん　3年
［東京都／私立東洋女子高等学校 出身］

7.

6.

5.

時間割［3年次後期］
mon. tue. wed. thu. fri. sat.

1

2
技術開発
リスク

マネジメント

ヒューマン
ファクタのリスク
および演習

環境リスク
マネジメント
および演習

生産システム
および演習 研究室

3
リスク

コミュニケーション
および演習 研究室

資源・
エネルギーリスク
マネジメント

金融・経営
リスク

マネジメント
実験4

組織運営の
リスク

マネジメント
研究室

5 研究室 課題研究

リスク管理上、効果的なコミュニケーションの方法を学ぶ授業は役
立つ上に内容もおもしろい。すごく人気があります。

多様な
リスクを分析
しています！

1.2.7. ゼミ風景。チームに分かれて調査
データを分析したり、その結果をまとめ、
発表したりしながら進める。　3.4.5.6.8. 
リスクコミュニケーションおよび演習は、
おもちゃのブロックを使いコミュニケー
ション力を高めていくユニークな授業。

1
5

6

7

2 3 4 8

8.

ミ ケ シ

私の学び方
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金融分野

生産分野

情報分野

生活分野

金融リスクを把握し、回避する手法を学びます。

安全・安心な製品づくりのマネジメントを学びます。

ネットワーク時代の危機管理術を学びます。

消費者・生活者を取り巻くリスクを学びます。

　企業活動に必要な資金
の調達方法や投資、財務、
資金運用における金融リ
スクなど、企業活動の根
幹を学びます。リスクの分
析には、数理的な視点が
不可欠です。確率・統計
などを駆使して定量的に
把握しながら、リスクを回
避・削減・分散・移転す
る手法を学びます。

　開発から製造・流通ま
でエネルギー問題も含め、
安全・安心な製品づくりを
マネジメントできる能力が
不可欠となっています。そ
こで、技術の開発や製造
過程にはどんな種類のリ
スクがあり、どのような対
策が必要か、また、製品
が市場に出た後のリスクを
どう想定しておくべきかな
どについて学びます。

　近年の通信技術の進化
は著しく、利便性が高まる
一方で、個人情報や企業
機密の流出・悪用など、
社会を脅かす事件が頻発
しています。そうした社会
に対応すべく、情報化社
会でのリスク管理能力を
養い、最新の情報技術を
学び、セキュリティや危機
管理ができる人材を育成
します。

　食、災害、環境といっ
た身近な生活のリスクと
対策を学びます。例えば、
環境汚染の問題であれば、
有害物質は私たちの体に
どのようなリスクを与える
のか、企業活動において
は、環境問題への対応が
どのような経営リスクを生
み出すのかなど、多角的視
点から探求します。

PICKUP授業資源・エネルギーリスクマネジメント

1年次
経営や経済に関する
基礎を身につけます。

　「リスクとは何か」を学び、そ
の概念を把握することからスター
トします。さらに教養科目や基礎
科目を受講し、知識と学習方法を
身につけ、リスク管理という側面
から社会を見つめる目を養ってい
きます。リスクを学ぶ意義の理解
と意識づけのため、専門科目も並
行して進めます。

2年次
４分野の基礎を
横断的に学びます。

　プログラミングやデータ解析、
会計や投資の仕組み、製品の安
全マネジメントなど、金融・情報・
生産・生活4分野の基礎を横断
的に学びます。それぞれの社会
的・技術的メカニズムを理解して
いくとともに、分野ごとにどのよ
うなリスクが潜むか理解を深めて
いきます。

3年次
リスクマネジメントの
具体的な手法を学びます。

　金融、情報、生産、生活４分
野のリスクマネジメントに関する
ケーススタディなどを通して、リ
スクに対処する具体的手法を学
んでいきます。また、データ解析
など科学的手法を駆使した方法
論も習得します。さらに、専任教
員の研究室に配属となり、重点
を置く分野を絞ります。

4年次
卒業研究に取り組み
テーマを探求します。

　総まとめとなる卒業研究に取り
組みます。所属研究室の教員に
よる指導のもと、リスク管理の手
法などの関心のあるテーマに絞
り、調査・研究し、卒業論文を作
成・発表します。その過程で、プ
レゼンテーションや文書作成の能
力も身につけます。

資源・エネルギーから日本の行く先を考えます。
　東日本大震災に伴う原発事故を契機に、エネ

ルギー問題への関心が高まりました。この授業

では、資源やエネルギーに関するタイムリーな

問題を取り上げ、日本及び世界のエネルギーや

資源の状況について学んだ上で、そのリスクを

克服するための方策を考えます。

　日本は、資源やエネルギー源に乏しく、その

大半を海外からの輸入に依存しています。つま

り、常にいつ途絶えるか分からないという大き

なリスクを背負っているということです。

　この授業の大きな目的は、エネルギーや資

源を安定的に確保するための方法を考え、日

本の進むべき方向を見定めることです。授業

を通して、エネルギー問題のみならず、日本の

未来についても多角的に、関心を持てるように

なってほしいと思っています。
原子力エネルギーと太陽光エネルギーのメリットとデメリットにつ
いて、先生を交え、ディスカッションが行われる。

学びのステップ

分野紹介



科目 学部共通専門科目 基礎科目および基幹科目 展開科目および発展科目

1年次
1
セ
メ
ス
タ
ー

基礎数学および演習
コンピュータリテラシ
社会システム科学入門

情報処理基礎および演習
リスク科学概論
安全と安心の心理

2
セ
メ
ス
タ
ー

線形代数入門
情報リテラシ
ベンチャービジネス論
社会システムと意思決定
企業の法的環境

コンピュータサイエンス入門
経済金融入門

2年次 一般コース 国際コース

3
セ
メ
ス
タ
ー

オペレーションズリサーチ入門
科学技術者倫理
ビジネスコミュニケーション
環境保護と法

プログラム言語基礎
環境リスク
リスク対策と保険
確率論

グローバル・スタディーズⅠ
グローバル・スタディーズⅡ
プログラム言語基礎
環境リスク
リスク対策と保険
確率論

4
セ
メ
ス
タ
ー

データマイニング入門
データ解析入門

金融経済論
知的財産権
経営管理論
会計システムおよび演習
金融リスク論
情報リスクマネジメント
製品安全マネジメント
ファイナンス概論

3年次

5
セ
メ
ス
タ
ー

フィールドアクティビティ 現代技術論
安全システム工学
投資意思決定の数理
環境リスク分析
生活とリスク
社会心理学
データサイエンスおよび演習

サービスサイエンス入門
金融工学
コーポレートファイナンス
情報システム開発
サイバーリスクマネジメント
ゼミナール1

6
セ
メ
ス
タ
ー

組織運営のリスクマネジメント
投資戦略と評価
技術開発リスクマネジメント
資源・エネルギーリスクマネジメント
産業・組織心理学
環境リスクマネジメントおよび演習
ヒューマンファクタのリスクおよび演習
生産システムおよび演習
金融・経営リスクマネジメント実験
ゼミナール2
課題研究
リスクコミュニケーションおよび演習

4年次
7
セ
メ
ス
タ
ー

情報技術社会論
防災および危機管理システム
投資シミュレーションおよび演習

8
セ
メ
ス
タ
ー

卒
業
研
究

TOPICS
国際コースを新設！
海外の経済事情・異文化を理解し、コミュニ
ケーション能力を高めて国際社会で活躍でき
るグローバル人材を育成します。このコース
の履修者は、2年次前期に 3週間、グアム大
学で講義やインターンシップ・海外ボラン
ティアなどに参加します。

グアム大学
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金
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営
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ス
ク
科
学
科
／
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

カリキュラム（平成 26年度実績）

（赤文字：必修科目　緑文字：コース必修科目　黒文字：選択科目）

実社会でも役立つ
プレゼンテーション

力を養う。

データ分析などを通して、情報処理技術も身につく。

無意識の行動を再確認して、言葉
にしていく。

教養科目に
ついては P.108へ

PICKUP
授業
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数学的思考法で
社会を読み解く力をつける。

喜多村 正仁助教 【博士（理学）】

　数学は何の役に立つのかわからな
い。定型的な計算問題を解くことが多
い高校までの数学には、そんなイメー
ジを持っている人がいるかもしれません。しかし大学の数学で
は、文字と記号を使った論理、証明、形式化を学びます。普
遍的な性質を抜き出して純度を高める抽象化や、何が本質か
を見極めて要素どうしの関係性を明らかにするモデル化など、
現実社会での問題解決に必要不可欠な思考法を身につけるこ
とができるのです。もちろん、数学そのものも世の中のあらゆ
る分野の発展を支える重要な道具です。自動車やコンピュー
タを作ったり動かしたりするのに数学が必要なことはいうまで
ありません。加えて、政治や外交交渉、経済、金融、企業経
営など、社会における人間のさまざまな活動の分析にも数学
は役立てられています。私たちの研究室では、金融分野を中
心に、数学を使って社会のしくみを解き明かすさまざまな研究
を行っています。

　ポートフォリオ、債券、オプションなど金融の
基礎理論をきっちり学んだ上で、経済学や確率
統計学、意思決定理論、論理的思考法などの知
識も身につけていきます。数学を使って社会の
仕組みを明らかにするおもしろさを感じてくださ
い。数学が苦手でもだいじょうぶ。はじめは難し
くても、 一歩ずつ力をつけていきましょう。

数学の面白さを知れば
苦手意識を克服できるかも？

研究室紹介

金融分野

金融工学、投資リスク管理、意思決定数理モデル

金融投資意思決定、金融リスクマネジメント、最適化のソフトアプローチ 

徐 春暉教授 【Ph.D，博士（工学）】
　グローバルな金融市場における投資意思決定問題、資産運用問題と金融システ
ムの危機問題を背景に、数理技術を生かす数理モデルアプローチと情報技術を生
かすシミュレーションアプローチを用いて、問題解決方法の研究を進めている。

金融

情報セキュリティと経営リスク管理、グローバル経営、IT活用と管理

森 雅俊教授 【博士（工学）】
　グローバル化とIT化が進んでいる中、ITの高度利用や海外進出が進むとリスク
も大きくなる。本研究室では、情報セキュリティを中心としたITリスクと事業継続な
どの経営リスクを学び、グローバルな視点と情報技術を理解するビジネスマンや研
究者を育成する。また、情報システム開発におけるオフショアや海外との連携を図
るプロジェクトにも積極的に参加し、留学生も受け入れている。

情報

信用リスク評価、ファイナンス、統計学 

安藤 雅和准教授 【博士（経営学）】
　ビジネスや資産運用に影響を与えると思われるリスク要因を調べ、これを定量的
に、あるいは定性的に評価するためのモデル開発の研究を行う。金融リスクの中で
も特に信用リスクという、取引先が倒産状態（債務不履行）になることにより損失を
被る可能性について取り上げ、適切な評価法の研究を進めている。

金融

1. 2.
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子どもが安全に
遊べるように。
滑り台に潜むリスクを研究

越山 健彦教授 【博士（学術）】

　消費者を製品事故から守る
ためのリスクアセスメントを追
求するのが私たちの研究室の
メインテーマです。例えばそ
のひとつが「滑り台」。子ども
の遊具は楽しいだけでなく安全性も重視されます。ところが、
滑り台からの転落事故は後を絶ちません。しかも子どもは大
人の想像を超えた危険な遊び方をしますから、親や監督者が
注意していなければいけません。そこで、近隣の幼稚園で実
際どんな使い方をしているのかデータを取り、パターンを分
析。研究室に模擬設備を作り、重心のかかり方などを調べて、
どんな動きが起こりうるのか、どんな動きが危険なのかを調
べていきます。これを安全設計の確立や監督に生かして、子
どもの事故を少しでも減らせればと思っています。

　リスクアセスメントの研究テーマは「どうすれ
ば事故を減らせるか」ですから、成果を社会に
還元できて初めて意味を持ちます。そのために
は研究室で分析しているだけではなく、実情に
合った方法論を探るためにフィールドワークを充
実させることも重要なのです。現場に足を運ん
で情報収集・分析、原因解明、改善という科学
的なステップにもとづいて研究を進めています。

フィールドワークを
重視しています

1.ビジネスや資産運用に大きな影響を与えるリスクを抽出し
ていく。　2.3. ブロックを使って、他者とのコミュニケーショ
ンを図るスキルを磨く授業。楽しみながら参加できるのが魅
力。  4. 資源・エネルギーリスクマネジメントの授業では、
化石エネルギーなど、現代の地球資源状況を把握し、知識を
深めていく。

生産分野

製品安全のためのリスクアセスメント 

環境リスク管理 

柴田 清教授 【博士（工学）】
　化学物資などの環境中濃度解析によるリスク評価、環境対策技術の効果予測、地
球温暖化防止や先端技術利用によるメリット・デメリット評価など、広い意味での
技術評価手法の研究を行う。さらに、技術や経営に関する判断では、科学的知見が
不確かな状態での意思決定が必要となることが多いことから、リスクをともなう事
象に関しての適切なコミュニケーションルートの構築をめざしている。

生活

資源・エネルギー・技術の開発に関連するリスク

山崎 晃教授 【博士（工学）】
　我が国は、国内資源に乏しく、資源やエネルギー源を海外に求めるとともに、技術
力の向上により国力を増強。資源・エネルギー・技術の開発などには、技術面・経
済面・社会面などの多種多様なリスクが内在。国家や企業の発展のためには、これ
らのリスクを最小化しつつ克服していくことが必要。このための手法やその有効性
について研究を行い、実社会に対して、その成果を還元することをめざす。

生産

社会心理学、リスク心理学 

髙木 彩准教授 【博士（社会学）】
　日常生活におけるさまざまな安全安心に関わる問題について、社会心理学の観
点から研究を行っている。リスクがもたらす不安にうまく対処し、リスク低減のため
に必要な関係者間でのコミュニケーションをどのように行っていけばよいか、研究
を進めている。

生活

「金融」……金融分野　
「情報」……情報分野　
「生産」……生産分野　
「生活」……生活分野
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